
市営住宅使用料の徴収率

市営住宅使用料 （単位：千円）

調停額（現年・過年）
収入実績
徴収率

平成２７年度 ［建 設 部］ 目標の成果

課　名 管 理 課

№ 項 目 市営住宅使用料未収金の縮小

１． 組 織 目 標

【 内 容 】
収納計画を策定し、未収額の縮小に努めます。

【 指 標 】
市営住宅使用料の徴収率
現年分　９８．５０％
滞納分　４２．２５％
　計　　９０．７１％

２． 実績(成果）

　　　現年分　９５．７３％
　　　滞納分　２３．９９％
　　　　計　　８５．２８％

現年分 滞納分 合計

85.28%

３． 評 価 △

139,203 23,750 162,953
133,263 5,698 138,961

・滞納者に対し、文書による督促事務を行い、納付依頼を実施いたしました。
・督促文書送付で未支払者に対し、訪問・文面による納付確約又は連帯保証人
　へ納付指導を行いました。

以上の事務の徹底により目標数値を目指しましたが、長引く不景気や不漁等に
より納付約束の不履行が顕著となり、目標徴収率を下回りました。

４． 今 後 の 展 開

・引き続き、年間を通しての対面による納付依頼を強化し納付対策に取り組みま
す。

全体 №４１
個別 08-01

95.73% 23.99%



全体 №４２
個別 08-02

【 指 標 】

実績(成果）

№

平成２７年度

項 目

課　名 建 設 課

　　　 8件　　 59百万円　　《100％目標》

【 内 容 】
　公共工事の早期着工に努めることにより、市の経済流通の初動を促進し、市民生
活の活性化とともに、早期完成によって市民の生活基盤の底上げを図ります。

建 設 部

組 織 目 標

公共工事の早期発注、早期完成に努めます。

平成27年度12月末設計書作成件数及び予定額（測量・調査・設計）

組織目標に掲げた設計書作成件数については、委託関係は目標以上の成果をあげる
ことが出来たが、工事は目標を若干下回った。また、発注額については、委託・工
事とも、僅かではあるが目標を達成できなかったが、９月に発生した災害（２４箇
所）対応に追われたことを考慮すれば、概ね達成出来たと考える。繰越事業費も前
年に比べ減少した。

１．

公共工事の早期着工に努めることにより、市の経済流通の初動を促進し、市民生活
の活性化とともに、早期完成によって、市民の生活基盤の底上げを図るものである
ことから、今後におきましても早期発注、早期完成に努めます。

４．

３． 評 価

目標の成果［ ］

平成27年度12月末設計書作成件数及び予定額（工事）
　　　15件　　521百万円　　《100％目標》

２．

今 後 の 展 開

（測量・調査・設計）
　　平成27年度12月末設計書作成件数　　　　12件
　　平成27年度12月末発注額　　　　　　　　46百万円

（工事）
　　平成27年度12月末設計書作成件数　　　　12件
　　平成27年度12月末発注額　　　　　　　 356百万円

　※災害発生件数　道路7件、河川16件、海岸1件　査定額202百万円

○


